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審 査 結 果 の 要 旨 
 
１.論文の評価 





本研究の最終的な成果として、垂直配向性の優れた ZnO ナノロッドを作製し、陽極材料に ZnO ナノ
ロッドを用いた DSSC を研究室で試作し、ソーラーシミュレーターを用いて発電出力特性を測定した結
果、変換効率 3.65%が得られた。従来から精力的に研究開発がすすめられた TiO2陽極ではすでに 15%の
効率が得られているのと比べるとまだ改善の余地は大きいが、純粋に ZnO ナノロッドを陽極に用いた
DSSC の実験結果として、世界最高の変換効率を達成した。DSSC の電極として ZnO の可能性を示す画
期的なデータであり学術的価値が高い。 





面積の大きな ZnO ナノロッドの合成に成功した。 
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さらにアニールプロセスで作製した ZnO ナノロッドを基材とし、大気圧でのミスト CVD 法による
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